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１ 【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】

平成26年６月30日に提出いたしました第５期（自　平成25年４月１日　至　平成26年３月31日）有価証券報告書の

記載事項の一部に誤りがありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出するものでありま

す。

　

２ 【訂正事項】

第一部　【企業情報】

第５　【経理の状況】

１　【連結財務諸表等】

(1)　【連結財務諸表】

　　　　　　　　【注記事項】

　　　　　　　　　（退職給付関係）

 
３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

　

第一部　【企業情報】

第５　【経理の状況】

１　【連結財務諸表等】

(１)　【連結財務諸表】

　　　【注記事項】

　　　（退職給付関係）

 
当連結会計年度（自　平成25年４月１日　至　平成26年３月31日）

　１ 採用している退職給付制度の概要

 
（訂正前）

（東北薬業厚生年金基金）

（1）制度全体の積立状況に関する事項

 （平成25年３月31日現在）

年金資産の額 25,030百万円

年金財政計算上の給付債務の額 23,760百万円

差引額 1,270百万円
 

（2）制度全体に占める当社グループの掛金拠出割合

 41％（自平成25年３月１日 至平成25年３月31日）

（大阪薬業厚生年金基金）

（1）制度全体の積立状況に関する事項

 （平成25年３月31日現在）

年金資産の額 257,829百万円

年金財政計算上の給付債務の額 354,524百万円

差引額 △96,695百万円
 

（2）制度全体に占める当社グループの掛金拠出割合

 ４％（自平成25年３月１日 至平成25年３月31日）

 (3）補足説明

　差引額の要因は、年金財政計算上の過去勤務債務残高51,990百万円及び繰越不足金44,704百万円でありま

す。

　本制度における過去勤務債務の償却方法は、償却期間19年元利均等償却であり、当社グループは、連結財務

諸表上、特別掛金を163百万円費用処理しております。
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（訂正後）

（東北薬業厚生年金基金）

確定拠出制度と同様に会計処理する複数事業主制度の厚生年金基金制度への要拠出額は、393百万円であります。

（1）制度全体の積立状況に関する事項

 （平成25年３月31日現在）

年金資産の額 25,030百万円

年金財政計算上の数理債務の額と最低責任準備金の額
との合計額

26,225百万円

差引額 △1,194百万円
 

（2）制度全体に占める当社グループの掛金拠出割合

 41％（自平成25年３月１日 至平成25年３月31日）

 (3）補足説明

差引額の要因は、年金財政計算上の過去勤務債務残高2,465百万円と別途積立金1,270百万円であります。本

制度における過去勤務債務の償却方法は、償却期間20年９カ月の元利均等償却であり、当社グループは、連結

財務諸表上、特別掛金141百万円費用処理しております。

なお、上記(2）の割合は当社グループの実際の負担割合とは一致しません。

 
（大阪薬業厚生年金基金）

確定拠出制度と同様に会計処理する複数事業主制度の厚生年金基金制度への要拠出額は、414百万円であります。

（1）制度全体の積立状況に関する事項

 （平成25年３月31日現在）

年金資産の額 257,829百万円

年金財政計算上の数理債務の額と最低責任準備金の額
との合計額

354,524百万円

差引額 △96,695百万円
 

（2）制度全体に占める当社グループの掛金拠出割合

 ４％（自平成25年３月１日 至平成25年３月31日）

 (3）補足説明

　差引額の要因は、年金財政計算上の過去勤務債務残高51,990百万円及び繰越不足金44,704百万円でありま

す。

　本制度における過去勤務債務の償却方法は、償却期間19年元利均等償却であり、当社グループは、連結財務

諸表上、特別掛金を163百万円費用処理しております。

　なお、上記(2）の割合は当社グループの実際の負担割合とは一致しません。
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